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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・医療安全管理委員会より、2月の事故発生状況とインシデント報告の集計がWIZ掲示されている。各自確認すること。

＜利用者様情報＞
・番沢　政勝　様～前々回の問診時に眠剤が変薬となっているが、前回眠気が強い事を相談し止めとなっている。スタッフとの面談の際は「眠気が残らず朝起きることが出来るようになった」と話しているが、昨日の問診時に以前と同じ処方にしてほしいと本人が相談し、エスタゾラムが処方となっている。プログラム時に居眠りみられない。今後も様子観察していく。
・土佐　将志　様～昨日夕食後薬と就床前薬を一緒に服用してしまい、病院に電話し相談すると当直医から経過観察するよう説明を受けたとのこと。19:30に眠気が出現し21:00に就寝し、6:00に起床したとの話している。眠気があると訴えある為、集中してプログラムに参加すること、気分転換が出来る活動をしてみることを提案「そうすると眠気が吹き飛ぶかな」と返答しており、以降居眠りはなくプログラムに参加している。また、青山荘より情報提供がある。本日デイケアを欠席し買い物に行きたいと訴えたことについて振り返りを行っている。その後、落ち着かない様子みられ、8:50に頓服薬服用しているとの情報提供がある。来所後、上記について本人から報告あり「我慢することを目標にしているのに」と振り返っている。休日に行く事を提案すると、疲れて月曜日に寝坊することが怖いと話しており、平日に行ける日がある時に行くよう伝えると頷いている。3/1（火）急遽問診し変薬となった為、状況確認すると尿失禁はないとのことで「いい感じです」と表情良く話している。問診時に担当医へ現状を伝えるよう促すと「はい」と返答している。本人の訴えを傾聴し、対策を一緒に考えていくこととする。
・板橋　利美　様～3/2（水）夕食摂取後に左下の歯茎に義歯が当たり痛いと話している。最近、食事量が急激に減った事で体調が悪くなっているのではないかと本人へ伝えると「胃と歯茎は関係ない」と話すが「歯茎が痩せた為だと思う」「もう少し様子をみるかな」と話している。帰荘後、青風荘スタッフへ1週間様子を見て、症状が改善しない時は田面木歯科医院を受診したいと話していたと情報提供ある。本日の昼食は、全体の1/3量摂取。主菜が一口程度しか食べていない為、摂取するよう促すと｢義歯があたって痛い｣と話している。1日3食食べた量が1食全量食べた量になるように調整しているとのこと。また、体重について63～65㎏で経過するよう兄様と話し合ったとのこと。春になると気分変動が見られる為、精神症状の変化を観察していく。
・山田　隆雄　様～キノコが苦手でおかずを摂取しない時があるが、最近は気が向いた時に食べるようにしているとのこと。
・倉橋　生子　様～昨日21：30～3：00まで眠り、その後再入眠し7時間眠ったが浅眠であったと報告がある。変薬後5日経過しているが、意味もなくイライラする感じがあると話している。昨日は夕食の片付けが終了しロッカーへ戻る際にハンカチで口を塞ぐ行為や帰荘直前に高い音を立てて足をバタバタさせる行為も見られる。本日は、他者を攻撃するような口調が聞かれている。トラブルとならないよう観察し、必要に応じて介入も行っていく。

＜青山荘入居者様情報交換＞
・土佐　将志　様～本日、デイケアを欠席し買い物に行きたいと訴えたことについて振り返りを行っている。デイケアの利用目的について確認すると「意味がない」と答えたとのこと。就労目的で利用するよう再確認している。現在、青山荘の担当スタッフが退職した状態であることや作業所の見学などもあり、気分の変動が見られている。青陽館と青山荘で情報共有し統一し関わっていく。尿失禁について、飲水量の割に排尿の回数が少ないことを伝え、1時間に1回トイレに行くなど対処方法を考えるよう伝えているとのこと。
・清水　泰雅　様～4/30（日）青山荘利用終了予定となっており、利用終了後はグループホーム「あおみ」へ入居予定で、3/4（金）に見学予定となっている。本人は自宅への帰宅を希望されていたが、ご家族は受け入れが出来ないとの事でグループホームへの入所予定となっている。ご家族は、生活リズムを整える為に就労する事を望んでいるが、本人には就労の意欲がない為、意識を高める関わりを行っていくこととする。本人が目標としているデイケア来所時間に遅れることについては、トイレ篭りと手洗いを行っており、スタッフから再三の声掛けを行っている状態とのこと。

＜外来情報＞
・坂本　健治　様～幻聴があり辛いとの訴えがあり変薬となっている。レボトミン2錠が止め、リスペリドン3錠が6錠へ増薬となっている。
・奥山　以依子様～眠剤調整中だが、眠れているとの事で継続処方となっている。

カンファレンスシート（清水　泰雅　様）

実施日：H28年3月3日（木）13：30～14：00

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	清水　泰雅
	性別
	男
	年齢
	40
	生年月日
	S49年5月31日

	主病名
	強迫性障害
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	デイケアに遅れず参加していき、生活リズムを整えていく。

	本人希望
	生活リズムを整えたい

	家族希望
	就労してほしい、一人で生きていけるようになってほしい

	入院歴
	計2回

	通所歴
	2回目（当院デイケア）

· 今回：Ｈ19年10月29日～現在（週5回）

	その他サービス利用
	青山荘

	住居：青山荘

H26.5.28より､生活訓練施設にて宿泊訓練を開始。

H28.4.30青山荘の利用終了。
	家族構成

父､母､妹2人

	利用制度
	精神保健福祉手帳2級
	年金受給要件なし。
	他　自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活リズムを整え、規則正しい生活を送る。
	①デイケアに9:00までに来所する。
	①週3日以上、9:00までにデイケアに通うようにする。


	①9:00までにデイケアに来所する。目標時間に来所できた時は評価をし、出来なかった際は対処法を一緒に検討していく。

	
	②デイケアの活動に参加し、生活リズムを整える。
	②自分の意思でプログラムに参加し、活動性を向上する。
	②-1自分からプログラムなどのデイケアの活動に参加する。参加状況を確認し、積極的な参加や発言を促していく

	
	
	
	②-2デイケア利用の目的を意識し、具体的に行動する。定期的に面談を行い、デイケア利用の目的を具体的に話し合っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①週3日以上、9:00までにデイケアに通うようにする。


	・目標時間に遅れる様子は継続して見られている。

・遅れることに関しては、青山荘にてトイレにいることや手洗いで時間がかかっているとのこと。

・手洗いについて詳細を確認すると、「汚れている気がして気になってしまう」と話しており、スタッフから終わるように声を掛けても止められずにいる。

・遅れる事について振り返り、目標時間に間に合うように何か取り組んでいるか確認すると「時間に間に合って行動できるように意識してます」とのみ話している。遅れずに来れている時には評価をしている。
	就労に向けて生活リズムを整えていけるよう、継続して遅れないよう声掛け、評価を行っていく。振り返りを実施し、本人と共に対処法を考えていく。

	②自分の意思でプログラムに参加し、活動性を向上する。
	・来所後はぼんやりとしている事が目立つが、決められたプログラムには自分から参加している。その他の時間は、離れた席に1人で座っていることが多く、自分から積極的に活動する事はない。

・14:00からのプログラムには自主活動時に居眠りをしていると遅れることがある。スタッフから声を掛けるとすぐ準備をして参加している。
	青山荘退所に伴い、就労に意識を向けることができるよう就労プログラムへ参加していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	生活リズムを整え、規則正しい生活を送る。
	①デイケアに9:00までに来所する。
	①週3日以上、9:00までにデイケアに通うようにする。


	①9:00までにデイケアに来所する。目標時間に来所できた時は評価をし、出来なかった際は対処法を一緒に検討していく。

	
	②デイケアの活動に参加し、生活リズムを整える。
	②自分の意思でプログラムに参加し、活動性を向上する。
	②自分からプログラムなどのデイケアの活動に参加する。参加状況を確認し、積極的な参加や発言を促していく

	
	③就労支援に参加し、就労への意識を高めていく。
	③就労プログラムへ参加し、就労に対する自信を獲得していく。
	③自分から就労支援に参加する。就労支援参加状況を確認し、就労に関する振り返りを行っていく。本人の就労への不安を確認し、対処法を一緒に検討。対処しながら不安の早期解消を図っていく。


